








　S多重Pのスピーカーを10台設置

して数か月後、当時小１だった娘

が描いたイラストです。ヒッポのマテリ

アルのイチローのバスの場面を描いてい

ます。登場人物がマスクをしているのが

今時ですよね。今は、かばじんの「とべ

るかな！？」の漫画を描いています。（I. 

A.さん／静岡県・やうやう沼津Ｆ）

●まいたげホットライン！！
まいたげのホームページで見てね！

静岡新聞に掲載されました！（A. K.さん・小5、A. S.さん・小2

／静岡県・ゴザールＦ)

力作！自己紹介アルバム（S. Y.さん／神奈川県・みなとみらいＦ）

ヒッポオリジナルソング作ったよ♪（A. T.さん／愛知県・シーマＦ)

　自分の歌いたいところを記入して歌っ

たらシールを貼る「メタ活BINGOシー

ト」。シールを入れる箱も折り紙で作りまし

た。（K. H.さん・6歳／千葉県・ゆりかごＦ）

小ネタdeまいたげ
▶電車が大好きな息子（4歳）とお風呂に入っ

ている時に二人でクイズを出し合います。「3た

す4は？」と聞くとわからないことがあるのです

が、「3両と4両を連結すると何両になるでしょ

う？」といった聞き方をすると「7両！」と答えら

れ、さらに「それだと大井町線の電車だね！」

と自分の知っているものに結びつけます。（Y. 

Y.さん／神奈川県・デリシャスＦ）

▶3歳の孫。ある日のお風呂の時、じょうろの

水がチョロチョロ流れたのを｢オシッコみたい

ね｣と私が笑うと、孫の口から｢ヲシッコ？｣｢ヲー

シッポ？｣ 我是ヒッポ、と中国語タイトルが引

き出されました！（Y. C.さん／静岡県・やうや

う沼津Ｆ）

▶ファミリーで、年中の子と小２のお姉ちゃん

がけんかをしていて「痛いっ！」と怒っていたの

で、私が「太痛了！」と言ったら、お姉ちゃんが

一瞬私の顔をじっと眺めて、次の瞬間「太痛了！

太痛了！」と。聞いた音をすぐに取り込む子ど

もたちすごい！（S. S.さん・フェロウ／愛知県・

フロイデＦ＆ナチュールＦ）

夏のSummersion camp2021は「ふるさと・飯山」と「無人島・釜島」。

そしてその年末には初の企画「暖らんふるさとキャンプin飯山」を開催。

計635名の仲間が自然の中で多世代の交流を思う存分楽しみました。

感想文より

|ヒッポの多言語キャンプは自然まみれ人まみれ！ |

二名親方から「雨と友達になりましょう！」と
言われたことで、向かい方も変わりました

木の枝パンが最高においしかった（小6）

あと一ヶ月くらいここに
いたい（中２）

子どもに戻ったように雪合戦やソリ遊びをして楽しかった

きのうのきのうにタイムマシンにのって
もどりたいな（５歳）

●	どこまでも緑が広がる
「ふるさと・飯山」（長野県）

●	何もないけどなんでもある「無人島・釜島」（岡山県）

●	みんなで過ごすあたたかい年末「暖らんふるさとキャンプ・飯山」

（H. S.さん・小３／東京都・きらきらＦ）
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●二名良日評議員（乾杯の音頭より）
「榊原さん、皆さん、誰もやらないことをずっと頑張って、
いろんな世代の人につながって世界につながって本当にす
ごいです。乾杯！」

一般財団法人言語交流研究所 ヒッポファミリークラブ発
足 40 周年を記念したスペシャルイベントを 10 月 31 日

（日）に午前、午後の2部制で行いました。

《午前の部》　米MIT・東大・LEX / Hippoの共同研究発
表会をオンライン開催。東大の酒井邦嘉教授、米MITのス
ザンヌ・フリン教授のお話を中心に、今回の研究で明らか
になった「多言語の方が二言語より脳活動が活発」という
発見についてあらためて紹介しました。

| ヒッポファミリークラブ40周年記念イベント |

●大和田康之理事
隣の国の韓国の人を知らないで、ことばだけでどんどんや
ることはできない。隣にいる人のところでお父さんお母さ
んと言える関係が大切じゃないかという発想が榊原陽さん
にはあったんですね。

隣人というのは必ずしもいい関係ではありえない。僕の
今住んでいるアメリカのカルフォルニアの住宅街でもそう
ですけれども、隣に居ても一言もあいさつしない人たちも
いる。それから非常にお互いに協力し合って、一緒に何か
しようという隣人もいる。色々あるわけです。そういう、
愛するあるいは喧嘩する仲が隣にあるというのが自然なん
じゃないかという発想があって、その裏には敵になるよう
な隣の人も自分の心の中に入れるようにしなきゃいけない
という、陽さんの両親からの教えがひそかにあったんだと
いう風に思っています。当時の韓国との交流がいかに大切
だったか、特に今の時代にそれを時々みなさんの色々なプ
ランの中に入れて考えていただきたいと思います。

●南繁行理事
およそ物事というのは初めの時は理想は高くいろんなこと
をしようと思うわけです。けれどもそれがだんだんと成長
して安定してくる、40年というのはそういう時期かなと。
このヒッポファミリークラブ言語交流研究所ができた当時
は渋谷区の松濤に本部がありました。実際の所は道玄坂と
か神泉とかあの辺に教室があってですね、「ことばという
のは一体なんかいな」という風な感じのことを一所懸命に
昼も夜も飲んで食べてしっかりとやってた、そういう気が
します。今はその中からだんだんと醸し出されて、良い方
向が見えてきたなという気がする。その中でヒッポファミ
リークラブというのは、結局のところ皆さんメンバーなん
ですね。そういう人たち一人一人が家族の一員なんだ、そ
ういう中でいろんな人を育み、そしてすばらしい美しいこ
ととか良いことがあったら嬉しいなと喜び合う。この榊原
陽先生のその気持ちですね、これが残っている限りは素晴
らしく発展するんじゃないかなと思っております。

40周年祝賀会に参加してくださった来賓の方　（敬称略）岩田誠（東京女子医科大学名誉教授）南繁行（大阪市立大学複合先端研究機構特
任教授）坂田明（ミュージシャン）茅野臣平（テレビプロデューサー）大和田康之（レッドランズ大学名誉教授/Engage Asia財団理事）坂
東昌子（愛知大学名誉教授・京都大学基礎物理研究所研究協力員）塚原祐輔（ボールウェーブ株式会社取締役）長江敏夫（Pharma Business 
Consultant/岐阜薬科大学客員教授）二名良日（野外活動家・美術家）永井清陽（ジャーナリスト）酒井邦嘉（東京大学大学院総合文化研究
科教授）鈴木淳（電気通信大学大学院情報理工学研究科准教授）木村護郎クリストフ（上智大学外国語学部ドイツ語学科教授）竹内昌治（東
京大学大学院情報理工学系研究科教授）二名和王（高校教師）木村文敏（武蔵野美術大学非常勤講師/フォントデザイナー）

祝賀会のメッセージより（抜粋）

Elizabeth White / LEX America 梅島奎立 / 東京大学

酒井邦嘉教授 / 東京大学 Suzanne Flynn 教授 / MIT

お土産セットの一つ。
カバジンクリアファイル。

《午後の部》　40周年をお祝いする祝賀会を新宿・京王
プラザホテルとZOOMのハイブリッド開催。鈴木堅史代表
理事の挨拶の後、感謝の気持ちを込
めた祝賀会がスタート。司会進行は
平岡一武常務理事と高野加津子が担
当。理事・研究協力者をはじめ、世
界各国 30 以上の団体からお祝いの
メッセージをいただきました。

1981年の発足以来、多くの方のサポートがあってこそ
の 40 年でした。一緒に歩んできた皆様、これまで関わっ
ていただいた全ての方に感謝し、この先50年100年と次
の時代を作っていく活力となる嬉しい会となりました。
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2022 年 1 月 16 日（日）に第 8 回LMP (LEX Multilingual Presentation) 
Youth TokyoがLINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）にて開催されました。
32組35名の若者たち（16 ～ 25歳）が、多言語（3言語以上）で、自らの多
言語体験に基づいたメッセージを、世界・社会に向けて発信しました。

東京の会場でのプレゼンテーションを基本としましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大による日本への入国制限が続く中、台湾・香港・マレー
シアや日本全国各地をオンラインでつなぎ、初めて会場とオンラインのハイ
ブリッドで開催しました。プレゼンターだけでなく、オーディエンスも審査
員も、会場とオンラインの両方から総勢1,300名を超える皆さんが参加し、
新しい時代のイベント開催の可能性にチャレンジする機会となりました。

世界には多言語体験をもつ若者たちが本当にたくさんいます。自分にとっ
ては普通のことも、他者にとっては驚くべきものであることがあります。プ
レゼンターは、LMPへのチャレンジを通して、自分の体験の中にあり、そ
して誰もが持っている、「Unique（唯一無二の）」、「Special（特別な）」、

「Extraordinary（並外れて素晴らしい）」を見つけ、自分のことばにほどく
ことを経験しました。そんなプレゼンターの身体を通して発信される力強い
メッセージは、説得力を持って多くのオーディエンスに影響を与えました。

《LMP GOLD受賞者  2名》
●佐藤こゆき (18歳 高2 広島)

「敷かれたレールを歩く」 
日本語 英語 フィンランド語

私の留学体験は苦
悩！努力！成功！み
たいなイメージでは
ない。ゆる〜く、人
のおすすめの「敷かれたレール」に
乗っかって生きてるだけでも楽しい
素敵な体験はできる！どこを歩くか
ではなくて、どう歩くか、何を感じ、
何を見つけるかが大切なんだ。

●古賀南美 (18歳 高2 福岡)
 「Love your 『自分スタイル』」 
日本語 フランス語 英語 スペイン語 韓国語

流行や周りの意見
に窮屈さを感じてた
自分が、高校での新
しい友だちとの出会
いや、フランス留学で初めての価値
観に出会って世界がパァッと広が
り、自分を好きな自分になった！あ
りのままの自分を好きになればどん
な場所でも生きやすく過ごせるよ！

●その他の受賞者はこちら！
《LMP SILVER  ３名》
清水美緒 (19歳 東京)

Dinh Thi Minh (22歳 ベトナム/東京) 

森優希 (24歳 静岡) 

《LMP BRONZE  ５名》
Tan Yan Yang (19歳 マレーシア/東京) 

中村元哉 (18歳 高3 千葉) 

斉藤倫子 (20歳 埼玉) 

Goi Shinyuan (19歳 マレーシア/東京) 

守屋日向 (25歳 東京) 

《審査員特別賞  １組》
The Ellipsis (Chloe Chung Ling Li 

25 歳 マレーシア, Yeung Hei Ting 24 歳 

香 港, Yap Xiao Ting 23 歳 マレ ー シア, 

Ooi Hui Xin 20歳 マレーシア) 

《オーディエンス賞》
１位 佐藤こゆき／２位 中村心咲

（16歳 高1 東京）／３位 守屋日向

●審査員のコメントより
坂田明さん（ミュージシャン/言語交流研究所

理事）

「イヤーロング始め、若いうちの様々な
経験を5分間の物語に仕上げ、プレゼン
テーションする、その姿にとても感動し、
夢や希望に向かっていく若者たちをこれ
からも応援していきたいと思いました。」

|The 8th LMP Youth Tokyo|
多言語で世界を、人生をもっとおもしろく！ LMPについての詳細は

こちらをご覧ください。

https://sites.google.com/lexhippo.gr.jp/lmp/home

司会はLMPに出場経験
のある6人。明るい進行
で緊張をほぐし雰囲気
を盛り上げました。

幼 児 から 中 学 生 までの
KIDS LMP の コ ー ナ ー。
堂々と多言語を歌う姿に
拍手喝采！
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| 海外ヒッポ |
 
▶韓国ヒッポ:
『ことばはボクらの音楽だ！』 翻訳
사까짱 本 コドボク가日本
에서 出版되어 韓国 ヒッ
ポmembers이 接近하기
difficultた long time 이 
있 던 中 에 this COVID19 
로 online 活動이 活発해지면서、LINDOKU
機 会 가 생 겼 다 . one phraseずつreading 
그 内 容 은 以 前 과 different big 感 動 으 로 
approached. This like 感動을 together 感
고 싶어 輪読을 start. 輪読은 内容을 理解하
고 있는 自分의 体験 story 그 言葉의 image
를 想像하게도 하는데、이러한 時間을 통해
서 sentence 内容이나 深さ이 豊성해졌다. 
At last 一ヶ月에 一度 輪読会를 開게 되었는
데 大人 members 뿐아니라、小学生의参加
로 Korean 音を聞려주는 楽しさ도 있었다. 翻
訳할 時 don't understand well, difficult 部
分、todos each other 熱中한 一言ずつ言葉
을 加해 나갔을 時의 楽しさ을 “ウラパナシ”

|Information|
●韓国語版SDカード&ブック『ことばはボ
クらの音楽だ！抜粋版①②』が完成。韓国
ヒッポのメンバーが力を合わせて翻訳しま
した。英語・スペイン語・日本語と合わせて、
ファミリー・地域のみんなで聞いて、歌って、
語って、楽しみましょう♪

●多言語雪の学校が長野県の飯山で580
人の参加で開催されました。春のオンライ
ン青少年交流も台湾、ベトナム、アメリカ、
フランスと実施。今年はどんなストーリー
が生まれたのかな？参加した皆さんの報告
が楽しみです！

●2022 春 のオープントラカレ講 座 開 催
中！幅広く様々な分野で活躍されている
ヒッポファミリークラブの研究協力者の皆
さんが講師となり、今最も話したい内容を
選んでくださっています。先生をお迎えして
の準備会もあります。オンラインで計8講
座、3月に4講座が終了、4月29日、5月
8日の4講座は申込み受付中です。まだの
方はぜひお申込みを！
https://sites.google.com/lexhippo.
gr.jp/opentcl/

際ではなく、広々とつながっていく場合
は、どこからがその境目であるのかもよ
く分からないほどである。その棚田を見
ていた時に「この水田の水は皆で分かち
合っているのだ」と言うことを思い出し
た。米が主食で、稲作を主な農業のもと
にして生きてきた点が共通する、インド
ネシア の 人 たちの 使 うことば「Sama 
Sama」に感じた「いい感じ」のもとはこ
れかもしれないと思ったのである。畑作
が基本の国々や地域に育つ人たちと、私
たち稲作農業のもとに育ってきた人間の
間には、少なくない感じ方の相違がある
のかもしれない。

このことをテーマにしてお話をさせ
ていただいたところ、後で小学生の男の
子から「素敵だ！」との感想をいただい
た。世界中で多様性を認めず、自分や特
定の人を正当だと主張する言辞が飛び
交 っ ている 今、 もう 一 度 この「Sama 
Sama」と「おたがいさま」ということば
の持つ「感じ・心根」を皆さんと一緒に
考えてみたいと思うのである。（鈴木堅
史・言語交流研究所代表理事）

カバ人のつぶやき
インドネシア語に「Sama Sama（サマ 

サマ）」ということばがある。お礼を言
う時に「Terima Kasih（トゥリマカシ）」
と言うと返ってくることばの一つだ。い
い感じのことばだな〜と以前より思って
いたのだが、最近また考える機会があっ
た。日本でも「ありがとう」に対しての
返事は「どういたしまして」と言うこと
を皆知っている。と同時に日本語ではも
う一つ「おたがいさま」と言う表現があ
ることを考えたい。何か感謝を伝えたり
表したりする時に言うことばだ。最近は
このことばを耳にする機会が減っている
ようだが、以前には全く同じではなくて
も、そのようなニュアンスで相手の人に
話すケースがもっとあったように思う。

昨年から長野県・飯山での雪の学校
やネイチャーキャンプを実施する機会
に、「夜のレクソロジー」と題してお話
しする機会をいただいた。夏の飯山は本
当に緑が美しく、青々とした「田園風景」
に目を奪われる。特に棚田と呼ばれる

「水田」が広がっているのを眺めている
と心が和んでくるのだ。それもあまり山

コーナーを通해서 語하였다. 이러한 過程을 
経치며、文字에 溶아 들어 있는 人과 그 文化
를 考하는 時間이 되기도 했다.（柳美子 リュ 
ミジャ／ホスＦ・フェロウ）

▶LEX America:

LEXFest Celebrates the Light in All of Us!

We recently held our largest global on-

line event to date, celebrating the diver-

sity of the American experience through 

multilingual, multicultural stories from 

members and alumni, and a fantas-

tic fireside chat with Suzanne Flynn.  It 

was a joy to have so many LEX members 

participating from all around the world. 

Let’s keep getting to know each other. 

We invite you to visit us again soon.  皆で

待っているから、just click here: https://

www.lexlrf.org（Elizabeth White / Ex-
ective Director）

▶LEX México:

¿Participaste en CC4F con Hippo México? 

大家好!12月に世界のフェローとメンバーは
初めてCC4Fハイブリッドを一緒に楽しみま
した。このイベントの目的は一緒に私たちの
プログラムの重要性を理解すること、メンバ
ーの成長をどのように支援できる、テクノロ
ジーを使ってより多くの人々に届ける y algo 

muy importante... ¡Poder hacer crecer 

Hippo en el mundo! After participating 

we feel with a lot of energy to contin-

ue with what we are doing and improve 

everyday towards our goal. 今もまだま
だCC4F Bonus Workshopをやっています。
ぜひCC4Fに参加したことない皆さんに今年
に 기다리고 있
어요（Fernanda 
Mares / Coordi-
nator & Fellow）

WORLD HIPPO


